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だいぶ前になりますが、ある新聞のコラムに掲載された内容に「医師や医学者、薬学者を

目指す医療系大学の 6 年間のカリキュラムの中で、土壌生態系や植物生理に関して割かれ

る時間は僅か 4 時間程度である」とありました。門外漢の私にとってもこの内容には愕然

としたことを覚えています。もっとも、小学校から高校までの 12 年間の中でも似たよう

なものです。 
 
「土」や「植物」に関する定義や人間との関わりの歴史などは専門家や専門の文献にお任

せしますが、土壌生態系や植物生理を理解することは、人の健康や病気（感染症含む）に

関わる多くの生命体のことを知るうえで欠かすことのできない肝腎かなめの要素（ファク

ター）ではないだろうか？ということを言いたいのです。環境に依存する人間は地球環境

や動植物の健全性なしでは成り立ちません。 
 
＊植物はご先祖さま 
すべての生命体が土に育まれ、その原初は水や無機物（ミネラル他）、ウイルス、有機物

（細菌、黴、原生動物、微生物、藻類、植物）などです。これらの情報が私たちの体の

隅々にまで行き渡っています。中でも植物（作物）は私たち人間をはじめ動物と切っても

切れない相互依存の関係にあり、これらの歴史（悠久の流れ）を知らず、土壌のことや植

物生理を解らずに人（自身と他の人）を正しく理解することはできないはずです。 
 
元より自然界の神妙且つ絶妙なしくみ（真理、法則、バランス）として、あらゆる病気や

感染症に対峙できるだけの叡智と力（パワー）を天から授けられています。 
そのことに気付かず、対処療法的に手術、放射線治療、投薬、除菌、殺菌、滅菌という直

線的で短絡的な方法が取られているのが主流となっている現在の人間社会です。 
 
＊私たちの主治医 
勿論、対処療法が必要で欠かせない場合もたくさんあります。只、本質的な問題として

『未病・予防』のための先行投資がなおざりになっていることです。 
私たちが生まれてくるときに、私たちと共に生まれてきた、私たちの主治医が、私たちの

中にいることを忘れてはなりません。（主治医＝自己免疫力、自己治癒力、自己調整力、

自己修復力） 
全国民を対象に日ごろから病気にならないための『未病・予防』への教育や生活習慣の定

着を促進することが国の財政の健全化につながり、国力の源泉となることを重要な柱の一

つとして浸透させていくことが欠かせません。 
10 年後、50 年後、100 年後、私たちの子孫が等しく人生を健やかに生き抜き、天寿を全

うできるための環境創りと健康問題にこれから取り組む必要があります。 

自然に学び、先人に学ぶ 
No.14 愛のかたち 
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＊（人の触れていない）自然の山に病気はない 

＊私たちの周りには四百四病あるが、薬（毒）を使うほどのことはない（故福岡正信氏） 

 

＊「愛」のかたち 

ウイルスは生命体（有機物）のような動きをしているが細胞がない。かといって無機物で

もない、その中間の存在であり生命体（細菌や微生物、動植物、人間）を利用しているの

は確かな事実です。細菌だけに感染するウイルスもいて不可思議な世界です。 

 

今、とても気がかりなことがあります。 

それは、日本全国で、そして世界中で「コロナと闘い、コロナに打ち勝つ！」と叫ばれ 

て、消毒・除菌・殺菌の嵐が吹き荒れていることです。 

良く考えてみてください、殺す相手は新型コロナウイルスだけではなく、私たち人間が生 

きていくうえでとても大切なパートナーである膨大な数のミクロの生命体（微生物、細菌 

類等）までせん滅してしまうことになっていませんか？ 

・・・畑に除草剤を撒くことに似ています。 

ピンポイントで新型コロナウイルスだけにダメージを与えるだけならまだしも、人間が自 

慢している科学的手法では特定のウイルスだけ選択して排除することは不可能です。 

このようなことを不用意に続けていると、取り返しのつかない新たな脅威の原因を創って

いるように感じてなりません。 

凡その数字の比較ですが、人間の細胞が約 32 兆７千憶個、これに対して私たち人間の体

表（皮膚）に約１兆個、腸内には 500 種類以上の微生物が 500～1000 兆個いて、ウイル

スや病原菌の侵入を防いだり、免疫力を高めたりしてくれているようです。正に植物と土

壌の世界に相似しています。（まだよく分かっていないことが多い） 
 

身近な例で時々考えることですが、生命の誕生の過程で“受精の時、精子は１億匹程度い

ないと普通に受精できないと言われています。では、なぜ僅かな数では受精できないの

か？”“オスとメスが分かれることになったのはなぜか？”自然界ではそんな条件的なこ

とはまったく意に介することなく、誰の指図も受けず生命は生まれ、淡々と受け継がれて

いきます。これはただ、自然の法則としての芸術であり、感謝するのみです。 

ウイルスや細菌、微生物の存在、そして人間はじめ動植物の生命の営みには計り知れない

何かの意思（力）が関わっているとしか思えません。そして、その力は最適、最善という

方向へ向かっているものと考えます。遍く世界を貫く神（自然）の愛（力）としか言いよ

うがありません。 以上 
 
＊宇宙はすべて相似して繋がっている。 

 

 
 

  


